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1．は じめに

　 朝鮮王朝時代の 陸上交通 に関 して は、歴 史学、

地理学 を両軸 と して、日韓両国で多くの 研 究が な

され て きた 。 具体的な研究史に関 して は、筆者 が

すで に詳細に整理 して い る の で
1
こ こ で は繰 り返

さず、簡潔な要約 の みを示す 。 歴 史学 にお い て は

主に駅 制や駅村 に焦点が 当 て られ、そ の 制度面
2

や社会史的 な研 究
3
が主流 を 占め て きた。一

方地

理学にお い て は、崔永俊を中心 とした道路に まつ

わ る景観論
4
や、交通結節点に かかわ る 集落地理

学的研究
5
が 中心 で あ っ た 。 近年は 路線の復原研

究
6
や 、道路に 関連する絵図や 地理誌 、 紀行文の

研 究
7
も活発 に行われる ように な っ て きて い る 。

　
一方、道路体系の特性やそ の 成因に関する研究

は、各路線ご との 線 形 の特徴 とい っ た各論は見ら

れる もの の 、総論的な研究は全 く存在 しな い
。 本

来 こ うした研究 は、路線復原な どの事例研究に先

立 っ て行われるべ き基礎研究で あ り、順序が逆に

な っ た感が否め な い 。

　そ こ で本研究で は、朝鮮王朝時代 の 道路体系が

ど の よ うな特性 を持 っ て い るの か、またそれ らの

特性 は どの ような地理的及び歴史的事情か ら発生

した の か、幹線道路た る大路 に着目 して検討 した

い 。 具体的 に は、地理誌に記 された路線体系を整

理する こ とで 、そ の 地理的特性 を把握 し （第 2節）、

そうした特性が なぜ発生 した の かを、当時の 道路

制度史に鑑みて検討する （第 3節）。

　使用す る史料は、次節で詳述す る道路体系が 明

示 された地理誌類 の 他、補助史料と して各地理誌

に対応 す る 『大東輿 地図』、『青丘図』、『八道地図』、

『東国輿 地図』な どの 全国絵 図、「経国大典』、『続

大典』 などの 法典類 及び受教 類 とする。

2 ．地理誌 に現れる大路の路線体系

　朝鮮王朝時代の 道路網の全体像を知 る手がか り

は 、 同時代の他の 史料に対 して 、決 して豊富で あ

る と は言 い が た い 。 朝鮮王朝時代 の 後期にあたる

18世紀以 降を中心 と して 、実学者の 手 に よ っ て

多 くの 地理誌類が発行された の は事実で ある 。 し

か しそれ ら に は、道路に つ い て の 記述が ない もの

もあ り、あ っ て も隣接する 地域相互 間の 距離の み

を記 した もの な ど、道路体系を把握する の に は適

当で な い もの も多い
。

　
一

方、当時の絵図に つ い て は 、 道路が量的な差

はあれ描 かれ て い る こ とが
一

般的で 、道路 を全 く

省略 して い る地 図 の方が希少で ある 。 ただ し幹線

と支線の別な く網羅的に描かれ て い る こ とが多い

の で 、や は り道路 「体系」を知る 直接の情報源と

はな らず、文字史料を視覚的に確認する 目的に と

どま る。

キーワ ー ド ：
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　道路 体系を知 る こ と の で きる史料た るため に

は、少な くとも起 ・終点が 明記 され、起 点か ら終

点 ま で の 経 由地が 連続 的 に 説明 され て い る こ と

と、幹線 と支線の 関係が 明確に示 され、そ の 分 岐

点も特定され て い る こ とが 必要となる。そ う した

条件 を充た して い る史料は限られ て くる。

　地理誌の
一

部に は 、 そ うした道路体系がは っ き

りして い る もの もある 。 代表的なもの と して 、 申

景溶 が著 した 『道路考』 （1770）、同 じく申景濬が

編纂 した 『東国文献備考』（同）、金正浩が著 した 『東

輿図志』 （1834）、「大東地志』 （1866）な ど だ 。
つ

ま り申景溶か金正浩の 作 に収斂され るもの で 、こ

の 他 の 地理誌 もこ の どちらか の 作 の 系統 に属す る

もの だ 。

　 また、道路体系を朝鮮の 伝統的 な家系図 で ある

「族譜」の形式に則 っ て 、チ ャ
ート式に示 した もの

を 「道里表」または 「距京程里表」 とい うが 、こ

れ は様 々 な写本が残っ て い る 。 ただ しこ うした「距

京程里表」類 に示 された道路体系や経 由地 を見る

と、ほとん ど申景濬の 作品 の 系譜を汲ん で い る 。

　こ れ ら現存する史料に 限 っ て時系列に 配列 する

と、申景溶が 道路体系に つ い て具体的 に 著述 した

嚆矢 と い うこ とに なる 。 『道路 考』 と 『東国文献

備考』は同年の 出版 で あるが 、前者は申の 個 人的

著作 で あ り、後者はそれ を官撰 地誌用 に 編集 した

もの であ る こ と
8
か ら、『道路 考』 を始祖 と位置

付 け て よい だろ う。 「東 国文献備考』が出た の ち、

こ の 路線体系 をほぼ踏襲 した 「距 京程里表」類 と

そ の 写本が数多く作 成 され、日本統治期初期 まで

様 々 な形 で 出版 され続 けた 。

一
方金正浩は 申景溶

の体系を援用 しなが らも、自身の 調査 による知見

を大幅 に 補完 し、独 自の 路 線体系 を形 づ く っ た 。

朝鮮 王朝末期 に 編纂された 『大東地志』はそ の 完

成形 とい え る 。

　「形 づ くっ た」 と書 い たが、そ もそ も官道の 路

線体系は国家が規定すべ きもの だ 。 古代 日本 の 七

道然 り、江戸時代の 五街道然 りだ。少な くともい

ち学者が 、恣意的に決定 した り変更した りすべ き

図 1　金正浩作成の 「大東輿地全図』 （1860）

注） 山水 と と もに 首都 か らの 道 路体系が 描 か れ て い る。

性格 の もの で は な い 。 しか しなが ら、上 に掲げた

諸地理 誌を比較 した場合、道路体系 は大枠で は一

致 して い るもの の 、個々 の 路線数や経路 、 区間等

にお い て看過 で きない 差異がみ られ る 。 それ も時

系列 を辿 っ て
一貫 した変化 を見せ て い るわ け で は

な く、明 らかに作成者の 主観が反映 して い る と考

えられ る差異 で あ る 。 なぜ そ の よ うな こ とが起こ

るの か を考察す る前に、実際 に ど の よ うな差異が

あ る の か を検討 して み る 。 なお 、 「距京程里表」

各写 本相互間 の 細か な差異につ い て は既 に別稿
9

で検討 したため、こ こ で は そ の 詳細は必要な部分

の み取 り上 げ、主 に該 当す る地理誌全体 につ い て

述 べ る こ ととす る 。
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図 2　申景濬 『道路考』に示 された大路の路線体系 図 3　申景濬編 『東国文献備考』に 示 され た大路

　の路線体系

　 まず、大部分の書誌に お い て共通し て い る 事柄

か ら確認 して お きた い 。 殆 どの 史料で は、道 路体

系 の 要 とな る幹線道路 を 「大路」と呼び、「第
一

路」

また は 「
一

大路」な どと、路線別に番号を振 っ て

い る 。 番号の 前後に道路固有の呼称を伴 う場合 も

ある が 、逆に呼称の み で 番号が省略される場合 は

な い 。 呼称は該当する大路の終着地 もし くはそ の

直前の 、都市名または軍事施設名か ら取 られ て お

り、路線の 通称で ある と同時に行 き先表示の 役割

をな して い る 。 路線番号 と目的地 が同
一

で も、史

料に よ り異なる呼称を付与する場合 もある。

　全 て の 大路は重複 区間 も含め る と、首都で ある

漢城 （ソ ウル ）
1°

を起点と して 、全国 に向け放射

状 の 路 線を形成 して い る 。 地理誌に は大路以外の

分 岐線 も多 く記載され、分岐線を通 じ て全て の 邑

治 （郡 県 の 官衙所在地）へ の経路が 示 され て い る 。

分 岐線 も同 じく放射状の 線形で ある の で 、 地理誌

の 路線体系を図化 した場合 、 自転車の ス ポーク の

ような放射路線の 集合体に なる 。 金正浩が作成し

た 「大 東輿地全図』 は 『大東地志』の路線網に準

じて 道路が描かれて い る の で 、こ うした路線体系

を視 覚的に確認 で きる （図 1）。 こ うした官道の
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図 4　「距京程 里表」に お け る典型 的な大 路の 路

　線体系

図5　金正 浩 『大東地志』に示され た大路路線体系

体系は、朝鮮王朝 の 中央集権的体制を反映し て い

る もの で 、律令体制下 の 日本の 駅路 とも共通する 。

　 もち ろ ん 、地 方都市同士 を結ぶ 脊梁路線が な

か っ たわけで は ない
。 多 くの絵図に はそうした道

路 も描 かれ、一
部 の 地理誌に は各郡県の項 目に 隣

接都市間の 里程 を掲げて い る が、線 と し て連続 し

た路線 や 体系を成 して い る わけで はな い
。 あ くま

で 地方道 の 扱 い で 、国土規模の路線体系 とは直接

関係 しな い
。

　図2か ら図 5で 示 した よ うに 、各史料 とも第一

路か ら第四路まで は 、路線の 方面も番号 も一致 し

て い る 。
つ まり史料 ご とに変動があるの は、全て

第五 路以下 の大路に限定され て い る 。 第一路は 義

州路 、 第二 路は慶興路、第三路は 平海路、第四路

は東莱路で ある 。 首都 を基準 に西 北方向に向か う

義州路か ら 、 時計回 りに 番号 を付与して い る こ と

が わ か る 。 第五 路以下 も、原則 と して 時計回 りで

の付与 となっ て い る 。 義州路が 必ず第一路 にな る

の は 、当時の宗主国 で ある中国 との 使臣が往来す

る道路で あっ た こ と に よ る と思 われる 。

　第二 路 は慶興路 、西水羅路 、北路 、関北 大路 な

ど、様 々 な名称が ある 。 首都 か ら北東、日本海側
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に向か い 、咸鏡道 を縦貫 し、西水羅堡 に 至 る西水

羅堡 は沿海州との 境界、豆満江 の 河口 に位置する

国境 の 最前線で あ り、慶興 は西水羅が属する 邑治

で ある。終点近 くの 会寧か ら西水羅まで は豆満江

沿 い 、つ ま り国境沿い に 回 り込む ような線形で 、

女真族に対する辺境防備の 意味合い が ある こ とが

分か る 。

　 第三 路は江原 道を貫通 して 日本海にい たる路線

で、終点 の 邑治の名 をと り平海路 と記 され る他、

関東大路 の 俗名 がある 。 第 四路 は東 莱路 や嶺南 大

路 と呼 ばれ、慶 尚道方面 へ の 幹線 で ある と同時 に 、

日本 へ 向けた外 交 の 道 で もある 。

　 史料 によ っ て 全体 の 大路数 は五路線 か ら十路線

まで 様 々 で 、第五路以降で ほぼ必ず掲載される大

路は、江華路の み で ある
n

。 京畿道の西海岸上 に

ある江華島は漢江の河口 に位置 し、 朝鮮王朝の 首

都 ソ ウ ル （漢城）の み な らず、高麗王朝の 首都松

都 （開城）に と っ て も、重要な防衛拠点で あ っ た 。

13世紀 に 、 蒙古が襲来 した 時は 高麗の 王都が
一

時江華邑に移された た め 、江華邑は江都の 異名 も

ある 。 朝鮮王朝 にお い て も都護府が置かれて重要

視 され 、 開港直前 にお い て は外国船との 交戦が頻

繁に行わ れ た 。

　首都近郊の 短い 路線なが ら、江華路が大路 の 格

を持ち、 どの 史料に も必ず掲載 さ れ て い る の は、

朝鮮王朝以前に 遡 る 、 こ うした 歴史的経緯に よ る

もの と思 わ れ る 。

　第五 路は 『道路考』で は済州路、『東国文献備

考』で は統営路、『大東地志』や多 くの 「距京程

里表」で は太白山路 と、史料に よ っ て もっ とも入

れ替わ りが激 しい 。 太白山 は 白頭大幹上 にある標

高 1567m の 山で 、 儒教 や仏教 の 到来前 よ り民俗

信仰の対象とな っ て きた 。 山の 南斜面に は 686年

に創建 された覚華寺が あり、 かつ て そ の境内に は

1777年 に建立 され た太白山史庫が あ っ た 。 史庫

と は 王朝の 史書を保存する建物をい い 、戦火を逃

れ る た め に都市を離れ た数か所にい くつ か の 版本

を分散 して収蔵 してい た 。

朝鮮王朝時代 に お ける 「大路」 の 路線体系　39

　 「距京程里 表」で は終点は太 白山、さ らに 『輿

載撮要』で は覚華寺 とな っ て い る
12

の で 、本大路

の 開設 目的は太白山史庫 と関っ て い る可能性が 高

い と考え られ る 。 寺院が 目的地 とな っ て い る大路

は 、 本大路の み で ある 。 史庫 と大路の 関係性は 、 『道

路考』に お い て 、 江華路の 終点が 当時江華島に あっ

た 鼎足口」史庫で あ っ た 点や、『大東地志』にお い

て平海路 の 月精店か ら月精寺史庫まで に分岐線を

割注 で 入れ て い る点等か らも推察で きる 。

　 『東 国文献備考』 に お い て は、五大 路 は太 白 山

路 で は な く統営路 で あ っ た 。 内容が近似 し、明確

な系譜関係が確認 され る 『東国文献備考』と 「距

京程里表」の 間 で 路 線体系上 の 大 きな差異 は、第

五路の み で ある。つ ま り両者の 発行時期の 間に 道

路体系に 変化を及ぼ す事象が 発生 した と考え られ

る が 、 『東国文献備考』が 1770年刊行で 、 「距京

程里表」が そ の直後か ら普及 し始め た と考えられ

る こ とか ら、「距 京程里 表」作成の 過程で 、ちょ

うど書庫が新設され た太白山路の情報が 追加 され

た もの と推測され る 。

　太白山路は、ソ ウ ル か ら忠州まで は 路 の 直路 を

そ の まま活用 し、 以下丹陽 ・竹嶺 ・豊基 ・栄川 を

経て奉化に至る コ ース を辿る 。 分岐線は 多くな く、

関東大路と嶺南大路 の 大路体系の 中間 に後か ら無

理 や り挿入され た よ うな線形か ら も、 周辺 の大路

よ りも新設の もの で ある と考えられ る 。

　 『東国文献備考』で 第五 路に なっ て い る 統営路

の 目的地は 、 南海海防の 要 、 統制営で ある 。 文禄

の 役が 起 こ っ た翌年 の 1593年 、 三 道水軍統制使

に任命 され た 李舜臣が設置 した水軍総司令部だ 。

つ まり朝鮮王朝中期 に な っ て重要性が増 した 軍事

拠点で あ り、 統営路が 大路とな っ た の も、 そ れ に

伴 うもの と考え ら れ る 。

　統営路は 途中幽谷駅 まで東莱路と重複 し 、 そこ

か ら分岐し て 尚州 ・星州 ・玄風 ・漆原 ・咸安 ・鎮

海 ・
固城 を経て統営 、 史料に よ っ て は さらに 巨済

に達 して い た 。 ただ し統営路が 大路 と して 採録さ

れ て い る 史料は 「東国文献備考』の み で あ り、そ
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れ以 降に出た 『大東地志』や 「距 京程里表」類 の

ほ とん どは統 制営に行 く大路 は記載 して い る もの

の、全 く異 な るル
ー

トを採択 して い た 。

　そ の ル ートは統営
一

路 また は統営別路 と記 さ

れ 、 名称か らも分か る ように 、本来は統営路の バ

イパ ス ル ー
トとして の 位置づ けで あっ た 。 「東国

文献備考』で は 両者は 同等に大路 として扱わ れ て

い た の が、それ以降の ほ とん ど の 史料で は統営別

路 の み を大路 として掲載 して い る こ とか ら 、 時代

が下 るに つ れ て統営別路経由が
一般化して い っ た

と考えられ る 。

　 こ の ような幹線 ル
ー

トの大規模な移転 は他 に例

が ない 。崔永俊はそ の 理 由 と して 、朝鮮後期 に お

ける商業経済の 発達 に 伴 い 、地産が豊富で 定期市

が比 較的調密 に分布 した国土 の 西 方に 幹線 道路軸

が移 動 した と説明 して い る
13
。筆者 はい ま

一
つ の

理 由と して 、法典類に 明記され て い る ように、特

に 首都近郊に おける 陸上 交通量の 輻輳を避ける た

め、統営を含む慶尚右道 へ の 交通方式が規制 され

た こ とが影響 された の で はな い か と考え る 。

　 1770年刊の 『道路考』に お い て は、

忠清左道由果川之良才駅 振威成歓稷山

　　右道由衿川之盤乳駅 水原平沢

全羅左道由良才駅稷山公川砺 山

　　右道由盤乳駅水原平沢牙山温陽維鳩定山恩山駅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　林川竜安

慶尚左道由広州之慶安駅牙里流春可興竹嶺

　　右道由良才駅竜仁陽智竹山延豊鳥嶺
14

　と記 され て お り、統営へ は統営路 を経由す るよ

うに 割 り当 て が なされ て い る 。 とこ ろ が 『経 国大

典』の 18世紀 以降 の 続編 に お い て は

諸道使客以下分路往来

忠清全羅右道則由衿川水原

忠清慶尚左道則由広州利川

全羅左道慶尚右道則由果川

違者観察使糾挙啓聞
15

　 と、統営 へ は果 川 を経由する よ う変更され 、 そ

れ も罰則 つ きで の 規定に な っ て い る 。 統営別路 は

こ の よ うな経路規制 に よ っ て 、18世紀 にお い て

公的に メ イ ン ル ートと して の 地位 を得た と考えら

れ る 。 前述の よ うに太白山路の 大路化 も18世 紀

後半と考えら れ る こ とか ら、ち ょ うど統営路が大

路 と して の役割 を終えて 第五 路が空番とな っ た と

こ ろ を 、 新設の 太白山路が埋 めた形に な っ た の で

あろ う。

　統営 別路 の 経路 は統営路と は出発点か ら して 異

な り、全 羅道 の 参礼 駅 までは全羅 道を縦貫する、

い わ ゆる 「湖南大 路」 との 重複経路 をた どる 。 湖

南大路 とはあ くまで地元 の 郷土史界 の 研究に現 れ

る通称 で 、地理誌 の ような文献史料 にはほ とん ど

登場 しない 。 史料 によ っ て 「済州 路」「海南路」「右

水営路」などと異な っ て 呼ばれ るの で 、一
部 の 絵

図等 に使われ る呼称 を便宜上用 い て い る 。 こ の 中

で最 も多い 用例 は済州路 で あ る 。 朝鮮王朝時代 に

お い て は済州島も全羅道 で あ っ た の で 、済州 へ の

路線 も湖南大路 と呼 ぶ こ とに問題は な い 。 『道路

考』や 「東 国文献備 考』、また多 くの 「距京程里表」

など、申景濬系の 史料 の ほとん どは済州路 を採用

して い る 。

一方 『大東地志』など金正浩系の 史料

にお い て は、大路 本線の 終点 は済州 ではな く海南

の 右水営で あ り、済州 に向けて は石梯 院か ら支線

を分岐 させ て い る 。

　統営 別路 と済州路 （湖南 大路 ）、そ して 忠 清水

営路 を合 わせ て 「三南大路」と呼ぶ 。 忠清道 ・全

羅道
・
慶尚道 な ど南方の 三道 に向か う道の 意だ

且6
。

こ れ らの 三大路 は京畿道 内にお い て 路線が共通 し

て お り、独立 した呼称が あ りなが らも、一
つ の 大

路 として 認識 され た結果、三南大路 の 呼称が生 ま

れた もの と思われ る 。 事実 ほとん どの 「距京程里

表」で は三線が
一

つ の テ
ー

ブ ル に掲載 され て い る。

こ の 場合路線呼称は三路線の もの を羅列 して ある

が、路線番号は 「第六路」 として まとめ て い る も
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の と 、 「第六路、第七路、第八路」 と分けて い る

もの がある 。 「第六路」とひ とまとめ に して い て も、

欄外に 「大路分九」 と注記 して あり、 そ の 場合末

尾 の 江華路が第七路 にな っ て い る の で 、 そ れぞれ

を別 の 大路格 と 認識 してい る こ とが分か る 。

　後者 の 場合さ らに、第六路が統営別路にな る場

合 と、済州路 になる場合があ る の で 、史料に よ っ

て 路線番号と区間が全 く
一致 しな くなる 。 実質的

に 第六路以降は路線番号 に経路 を識別す る機能は

な くな り、単に 史料の 掲載目次 として の 意味 あ い

の み を持つ こ と に な る 。 言い 換えれ ば、公的 に も

私的にも、官道の 路線を番号に よ っ て 管理する こ

と は、少な くと もなか っ た と考え られ る 。

　 さらに十大路制を とる 「大東地志』で は、もう

一本 「水原別大路」が存在する 。 こ の 路線は本来

は 三 南大路 の 直路で あ っ た 。 1789年正祖が 父 王

で あ る荘祖 （思悼世子）の 墓所 を旧水原邑治の 外

郭に 移 し、水 原邑は現在の 位置 に移転 して 、そ こ

に 世界遺産 に も登 録 され て い る 「華城 」を 1796

年 まで に 築造 した。父 王 を強 く慕 っ て い た正祖 は

墓 地 （隆陵）へ 行 く大路 を改修 し、それが金正浩

に よ り 「水原 別大路」と記録された 。 王陵が 目的

地 となっ て い る大路は 本大路 の み で ある 。

　 こ うして 見 て くる と、本来の 路線体系は 、首都

か ら放射状 に、各道 の 最 遠点の 外交的拠 点地や都

市 を結ぶ こ とを基本 に 重 要幹線が作られ て い た こ

とが わ か る。こ れは と りもな お さず、『道路 考』

に 示 された全 六大路 の 体 制 に 当た る 。 そ こ に朝鮮

時代 中期以降、軍事的要請に よ っ て 統営路 と忠清

水営 路が加わ り、さら に朝鮮後期 に 王朝側の 意向

に よ り太白山路と水原別大路が加わ っ た結果、最

大 で 十大路 の 体 制 とな っ た。つ まり朝鮮王朝 の 幹

線 道路体系 に は、国土 の 背骨と して の 地理的な幹

線 に、後 に 時代 の 要請に よ り、軍事路線や儀礼的

路線が付加 された体系で あ っ た とい える 。

　 しか しなが ら、こ の よ うに す っ きり時系列 に区

分で きな い 事情 がある 。 時代が下 る につ れ て 大路

が 上記 の よ うに 増加 した の は事実 と して も、該当

朝鮮王朝時代 にお ける 「大路 」の 路線体 系　41

す る各時代に生 産 された史料は、必ず しもそれに

対応 して い な い か らで ある 。 金正浩が 『大東地志』

で十大路 を記 した時代や そ の 後に 、依然 として 六

大路制や 九大路制の 史料が刊行 され続けて い る 。

「東国文献備考』は 『増補文献備考』と名を変え、

改訂版 と して 20世紀初頭ま で 刊行 され る。しか

し各道路の 経由地等 は修正 され る
一

方
17
、道路体

系そ の もの は全 く 「増補」されず、例えば太 白山

路の 代わ りに統営路がそ の まま載 り続けた 。

　結果 として朝鮮末期の刊行資料 に は、朝鮮王朝

時代の さまざまな断面 の 道路体系が 混在 し、そ こ

に写本ご との 大小 の 差異 も加わ り、全 く統一
が取

れ て い なか っ た 。 明 らかに、少 な くと も民間側 に

は、道路体系に対す る統
一

した認識 が存在 して い

なか っ た と思 われる 。

3 ．朝鮮王 朝時代の道路行政 と大路

　それ で は 、行政側で は 道路体系 をどの ように把

握 して い た の か 。 民間側 の 認識が 統
一

され て い た

とは い えな い 状況で あっ た こ とか ら、少な くとも

江戸時代 日本の 「五街道 」の ように 、整理 された

体系を持 っ て い た として も、それ を積極 的 に周知

徹底 させ て い た とは考え難い 。

　官撰 の 記録 として道路体系が 明示 され て い る地

理誌は 『東国文献備考』 の み で 、そ の 内容 とて 申

景溶個人の 業績で ある 「道路考』の 内容を、王命

に よ っ て 辺境防備 の 参考に と編纂 された 『東国文

献備考』の 書誌的性格 を考慮 して 、ア レ ン ジ した

もの とい う経緯か ら、申個 人 の 地理 認識 の 影響 を

強 く受けて い る。実際に 「東国文献 備考』程里考

の 末尾に は、王 に報告する形式を と っ て 、以下 の

よ うに記 して い る。

　讎 ん て『誕 歹グ芭 の 鯉 を謝 ベ カ と ご ろ、便

鱒 彪ノ勝覧や 偐 笋ノ 撮 要争 の 諄 〆ご藷 さfL（

んfレ 1る 夙 翻 ・らある 屋 ま で葱駅纏 ガ・か るか ぽ

葺v ，（ レ咬 い ，をめ 、鰭 1 〜こ どの 屋 や 銅 ∫あ る の
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か 分か ら な い 。 こ ご で な ∠亙士 で褒 6黷 養沈ズ癆

とそ の 嫌 を右 の メ勿ぐ嬲 乙
…

優 鯉 ノ
／8

　 こ の こ とか らも、彼 の 『道路考』以前 に 道路体

系を記 した文書は存在せず、そ の た め 彼が 必要に

迫られ て 新た に 大路 を採録 した こ とが わ か る 。 し

か し、絶対王権 を伴 っ た中央集権国家が 、そ の 基

幹た る 陸上交通 シ ス テ ム を備え て い なか っ た わ け

で は な い
。 実際に は 、道路体系 と い う 「線 の 集合

＝ 網」と し て で は な く、別 の 方法で 陸 上 交通 を管

理 し て い た 。

　朝鮮王朝の 駅 制は 全国 を複数 の 駅道 に区分す

る 「駅道制」が根幹にな っ て い た 。 駅道 は通常の

地方行政組織 で ある道や郡県 とは別建て で組織 さ

れ、その 境界 も
一

致 しなか っ た 。 各駅道内に は複

数 の 駅が点在する が 、 その うち代表とな る 駅 を「察

訪駅」と し、中央か ら派遣され る官僚で ある「察訪」

を常駐 させ た。察訪は駅道内の各駅及びその 付属

集落 （駅村）や 自耕 地 （駅 田）の 管理 を行 っ たが 、

領内の 交通路 の 整備 は 担 当業務外で あっ た
19

。 制

度上 は交通路 の 管理 を道路 と い う 「線」で はな く、

駅 と そ の 地域集合体たる駅道 とい う 「点と面」に

よ っ て 行 っ て い た わけだ。古代日本の 幹線道路は

駅路 と も呼 ば れ、駅 と 道路が セ ッ トに な っ て い た 。

朝鮮 王朝で も駅路 と い う用語は使われたが、その

語義も、具 体的な路 線 も明確 で ない 。

　各駅 は そ の 格式 また は 交通需要に よ っ て 大路 ・

中路 小路 に等級分 け され て い た。こ の場合の 「大

路」は前節で 出 て きた 幹線道路 と して の 意味合 い

で は な く、地域 に存在 す る交 通施 設 の キ ャ パ シ

テ ィ を表 し た もの で あ る 。 当時 の 法典 で ある 『経

国大典』で は、公 設宿舎 で あ る 院を、大路 に は五

戸、中路に は 三 戸、小路 に は 二 戸設置す る こ とと

明記 し て い た 。 ま た各駅 に配置 する駅馬 の 数 も、

明確な規定は なか っ た もの の 、等級に よ っ て 加減

され て い た 。 こ の ように駅制に おける 「大路」等

の 呼称 は、道路そ の もの の 土木的規格や重要度に

よ る もの で はな く、域内の 結節点た る駅の 重要度

に よ っ て い た。

　 した が っ て大路が 分布する範囲 も、首都 ソ ウ ル

（漢陽）を中心 に 円状に広が っ て い た 。 第
一

の 円

が 大路、第二 の 円 が 中路、そ の 外側 は全 て 小路 で

あ っ た 。 こ れ ら の 詳細は 1445年に「国用 田制詳定」

に て 定め ら れ た もの で 、後 に法令化され た 。

　と こ ろ で 、大路 ・中路 ・小路 の 設置規定は、院

の 規模 の 基 準とする場合と、駅の 規模の基準とす

る場合 で 、範囲が 異な っ て い た 。 『経国大典』 に

は院 の 規模 の 大小 を定めた くだ りで は 、

　万乞よ ク房7爾 、 fftLt、
　 ffth、 斟 〃ご至る まで を

ズ路 と 乙、 万乞よ ク櫞撰 、 房ゲ爾 か ら≠初、ffLU丿か

ら尚〃 、 釧 ）から碧〃，顔 々か らgy！／、瘤 ／か ら

藩陽 まで を中癆 と 乙、癆 クぱ4 ・諮 とナる
w

と され て い る 。 上記 の 地名を方面 別に 配列 し直す

と、以下 の よ うになる 。

  京〈大路〉開城府〈 中路〉中和〈以下小路〉

  京〈大路 〉竹山〈中路 〉尚州〈以下小路 〉

  （  よ り分岐）鎮川 〈中路 〉星州 〈 以下小路 〉

  京〈大路 〉稷山 〈中路 〉全州 く 以下小路 〉

  京く大路〉抱川 く 中路〉淮陽 〈 以下小 路 〉

  京〈 中路〉楊根く以下小路 〉

　 こ れ ら の経由地名 を見る と、  は 義州路 、  は

東莱路 、   は統営別路、  は慶興 路、  は平 海路

に ほ ぼ該当する 。 こ れ を根拠 とす ると、「経 国大典』

時代 、
つ まり15世 紀 の 国定幹線道路 網が か よ う

で あ っ た とする 断定 もで きるか もしれな い 。 実際、

上記の記述は たびたび引用 され、こ の うち大路 が

  、  、   、   の 四 路線で ある た め 、当時は 4大

路体制で 、 そ の 後徐 々 に十大路にまで増加 した と

する主張が 、 多 くまか り通 っ て い る
21

。

　しか し、こ こ で の 「大路
・
中路 ・小路」の 別は、

あ くまで 院の 設置基準 として 使わ れ て い る。小路

で ある区間 に つ い て 全 く言 及 され て い な い こ と
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図 6　『大典 通編』兵典 駅路条にお ける大路と中路の 範囲

釈

駅

o

や、済州路や江華路 な ど、他 の ほ ぼ全 て の 地理誌

に登場する路線が存在 しな い こ と、地理誌 にはあ

る路線番号 に つ い て の 言及がな い こ と、他の 地理

誌 にはな い 鎮川 ・清州経 由 の 路線がある こ と、何

よ り 『経 国大則 にお い て路線別に言及が な され

ず 、同心 円的 に記述 され て い る こ とか ら、こ れ ら

は規定上 の 幹線を示 して い る の で はな く、 院を設

ける根 拠 と して の 大路 や 中路の 範囲を明示する尺

度 と して 、幹線道路 を利用 して い る に過 ぎな い と

判断で きる 。

　 また 15世紀末以 降に 発行 さ れ た 『経国大典』

の複数の増補版に は兵典に駅路条が新設され、こ

ち らは院で はな く駅 を大路 、 中路 、 小路に分けて

い る 。 こ れ を図示すれ ば図6の よ うになるが、先
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ほ どの 院の 設置基準とは、大路の 範囲も中路 の 範

囲もほ とん ど
一

致 しない こ とが わか る 。 こ の こ と

か ら も、法典類に出て くる 「大路」や 「中路」が

特定の 路線や道路体系を示す もの で はな く、駅や

院とい っ た交通施設の 規模を示 して い る に過ぎな

い こ とがわ か る 。 図 6で は 中路が義州路 （第
一

路）

と慶興路 （第二 路）の 全区間と、平海路 （第三路）・

東莱路 （第四路）・太白山路 ・済州路の
一部 を線

状に カ バ ー
して い るが、こ れ をもっ て 点の 連続と

して 路線を表 して い る とい うよ り、中路級 の 駅 た

ちが、結果的 に道路体系上 の 大路沿い に集中 して

立地 した とみ る べ きだ ろ う。

　事実、慶興路 の 終端で は、防衛上 の 重要拠点に

中路 の 駅が面 的 に 散 開 して い る し、慶 尚道尚州 の

洛陽駅 や 咸鏡 道安辺 の 朔安駅 な ど、幹線道路 か ら

離れ て い る が 主要都市近郊 の 駅 として 中路 に な っ

て い る場合 もある。こ うし た こ とか ら、国 家法典

に は路線体系に対する 明確な規定が 存在 し な か っ

た と推定 さ れ 、交通体系の管理 は駅制 に よっ て の

み 行 わ れ た と考え られ る。

　 もち ろ ん 、前節 に て 統営 別路 が大路 とな っ た経

緯に つ い て 『経国大 典』等か ら引用 した よ うに 、

交通 の 混雑 を分散 させ る ため に 、目的地別 に
一

部

の経路を指定し た文書 もあ る。そ の ため、必要 な

場面に お い て は 交通路の 「線」に よ る管理 も行 っ

て い た と思 わ れ る が 、道路行 政 の 基礎 と し て で は

な か っ た。

　 なお、「経 国大典』 に 道路 そ の もの に 関する 記

述 がなか っ たわけ で は な い 。 工 典に は

ナ望 毎〆こ・グ・ さな婬 艨ツ　を つ ぐク，三 一E 毎〆ご

ズ
8
き凌塀 を作 る とと 6 〆ご劇1を置 ぐ。fftiごぱ．曇嚢

と麺名 を劾皆 べ Lo

とある 。また 申景濬の 『旅菴遺稿』に も、こ れ を

敷衍し た と思 わ れ る 内容と して 、

ノ乙ノく蒼舅 駅 　片 ノじ溜
一

歩 　三 互歩爲
一

望

三 ≠望 爲一慧 　替孵一曾觀毎
一
た署立4・撰 三 ナ

垂！立 クe置鐸

とある。

　 こ の 記録 の 通 りだと して、現代 の 数値に置 き換

えて み る。周尺 の 長 さは時代や地域 によ っ て異な

る が 、旅菴申景濬が活動 した英 祖代 は約 31．22cm

で あ っ た
22

の で 、一
歩 は 約 187．32cm、一

里 は

561．96m とな る 。 筆者が計測 した 『東国文献備考』

上 の 各大路の 里数 と、現行の 地形図上 の実測値が

ほ ぼ一致する こ とか ら、少な くと も英祖の時代に

お い て は妥当な数字 と言え よう。 そ の他の時代に

お い て は 、朝鮮王 朝が た びた び度量衡の 変更 を

行 っ て い た こ とと、特に朝鮮前期に お い て
一

里 を

三 百 六十歩 とする記録が 多 い こ となどか ら、朝鮮

王朝を通 じて の 尺 度とは 断定で きない 。 こ の 点は

別途 慎重に検討する必要 がある だ ろ う。

　喉 の 実物 は現存 して い な い が 、古道に そ っ て 喉

（モ ル ） また は石喉 （トル モ ル ）等の 地名が多 く

残存 して い るの で 、実際に設置さ れ て い た と考え

られ る 。 『朝鮮王朝実録』に は 「各 々 の 便宜 に よっ

て 石積みや盛 り土 をなす
23
」 とある の で 、地域 で

調達可 能な資材を、柔軟に活用 させ た と考え られ

る。駅 は地理的 条件に よ っ て 前後する もの の 、概

ね記 述 の 通 り三十里毎に 設置され て い た 。 申が触

れた 「三 十里
一息」 は 、農村地帯 で は今 も日常会

話に 現れ る 。

　 また 、漢城 の 都城内の 道路規格 に つ い て は、都

市間道路 とは異な り微細に規定 され て い る 。さら

に水原華城 の 築城 を指揮 した柳馨遠は 『幡溪隨録』

で 道路規格を9等級に分ける など、か な り詳細 な

規格 を提示 して い るが、こ れ は 彼 の 建議で あ り、

公的 に 規定されたわけ で はな い 。

　以上はあ くまで ハ
ー

ド面の 規定で あ り、路線設

定 に 関する記録 は現時点で は、管見の 限 り存在 し

な い こ とに 変わ りはな い 。
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4 ．お わり に

　 こ こ まで朝鮮 王 朝時代 の 道路体系の 特性 に つ い

て 、地理誌 の 分析 と 制度面 の 検討か ら把握 して き

た 。 以下にそ の 要約と含意に つ い て 述 べ る 。

　 まず指摘 で き る の は 、路線設定の 非公式性 と不

定性 で ある 。 日本 の 古代 駅路や近世 の 五 街道の よ

うに、公式に定め られた路線名や路線数、区間 が

存在する とは言い 難い
。 それ らが明示された 史料

は 多 く存在する の で ある が、示された大路体系は

大部分にお い て 類似 を見る もの の 、 細部に わた っ

て は まちまちで 、 どの 時期に お い て もは っ き り統

一
され た 基準が存在 した とは考え に くい

。

　それ らの 差異は時代の 流れ に よ っ て 生 じた変化

とも捉 えられず、む しろ執筆者の 認識の 差異に起

因する もの と思われる 。 ほ と ん どの 史料は 実学者

を中心 と した個人 の 出版 物及びそれ らの 写本で あ

り、唯一
公的 な刊 行物 と言 える 『東国文献備考』も、

そ の 制作過程 か ら申景濬個人 の 認識が色濃 く反映

して い る と考えられる 。 そ う した個人依存型 の 史

料生 成と、行政側の 明確 な基準の 欠如が、大路体

系の 不定性 につ なが っ た と考えられ る 。

　行政側 で 大 路体系に関す る明確 な記録が ない の

は、道路行政 の 不備 とい うよ り、陸上交通 を道路

とい う「線」で 掌握する の で はな く、駅道 とい う「点

と面」で 掌握 す るとい う、管理方式の 差異 に よ る

もの と考え られ る 。 「線 」の 管理 は土木関係（工 部）

の マ タ
ー

と考えられ て い た 。

　 とはい え、各史料に現れ た 大路体系は 一致する

もの も多く、政府が どの 道路を大路と認識 して い

たか は、おお よそ斟酌で きる 。 ほ ぼ 必ず大路に分

類される の は義州路
・
慶興路

・
平海路

・東莱路 ・

済州路 ・江華路 で あ り、こ れ らは 「六大路」 と も

言われる 。

一
方、太 白山路

・統営路
・統営別路 ・

忠清水営路
・
水原別大路 は 史料に よ っ て 出た り出

なか っ た りす る 。

　上記六大路 は江華路を除き、国土の 人文地理的

骨格を形作る幹線 と して の 機能 を持 ち、特に義州
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大路 ・
関北大路 ・嶺南大路は外交機能も併せ 持 っ

て い る。

　
一

方、統営路 ・統営別路
・忠清水営路は 軍事施

設へ の 直行路線 として 設 定 され、太 白山路 は史書

の 保護の ため、水原別大路 は王 の 陵行の ため の 大

路 で あ る。つ ま り、全て の 史料に 出て こ な い 大路

は、国土 の 幹線 と して の 必要性 は乏 しい もの の 、

目的地 の 重要性の た め に特別に 大路 と認識 された

と考え られ る 。 軍事 目的の路線や 史書保全用 の 路

線 は 、秀吉 の 朝鮮 出兵や 胡乱 な ど、16世紀末か

ら 17世 紀初 頭 まで の 相 次 ぐ侵 略戦争 へ の 対応 と

して 設定 され た と考え ら れ 、比較的 新し い 路線で

あ るため 、史料 で の 扱 い に もぶ れ が ある もの と考

え られ る。

　こ の こ とか ら大路は上記 の よ うに、国土幹線た

る大路 と、特殊 目的に よる大路 の 、二 つ の 階級に

分類で きる 。 六大路で ありなが ら短距離路線 で あ

る江華路の み 、
こ の 二 段階分類で分けづ らい 存在

で ある が、第 2節で ふ れ た よ うに 、大路 として の

重要性 は前王朝時代に提起 され て い る ため に、六

大路に含まれ て い る もの と考え られ る 。 江華大路

は認識論的に は前者、機能面 で は後者 と 言え よ う。

　どちら の分類に お い て も共 通 の 特徴 と して 、首

都を中心に放射状に路線が延び 、概 ね 目的地 まで

最短距離を とる 。 さらに 速達性が重視 され る路線

や区間で は 、 沿線の都市や 集落に寄 らず、こ れ ら

に対 して 分岐線で 対応する とい う 「高速道路型 」

の 線形を持つ こ とが多 い 。こ れ は 朝鮮 王 朝 の 極 端

な中央集権体制 と、強大 国 に 囲 まれ た 地政学 的な

条件に 起 因する もの と考え られる 。

　筆者は 閲覧可能な限 り、ほぼ全 て の 関連 史料 に

あた っ た 上 で 、 また民間地理誌に おける道路網 の

記載状況か ら類推 し て 、朝鮮王朝時代に は 路線単

位で はな く駅単位で 管理 を行 っ て い た こ と か ら、

行政側で 明確な大路体系が記 され て い なか っ た と

暫定的に結論付け た 。 た だ 、今後 も可能な 限 り史

料の発掘に努め、こ の 結論 を確か な もの と した い 。

また、各大路、特に 史料 に よ っ て 扱 い の 異 なる大
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路 の 出現時期 とそ の 契機に つ い て も、今後さ ら に

詳細 に検討 して い く必要が ある と考える 。

＊
　 本研 究 の 内容は 、2009年 12月の 朝鮮 史研 究会 関西 部

会例 会に て、口 頭 発 表 を行 っ た もの を土 台 に、そ の 後

　得た 知見 を 付 加 し て 作 成 した もの で あ る。発 表 の 場 を

作 っ て くだ さ り、貴重 なご 意 見 を下 さ っ た 部会 諸 氏 に、

　この 場を借 りて お 礼申し上 げた い 。
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Characters of  Trunk RoadNetwork  in Joseon's Korea

TODOROKIHiroshi  (Ritsumeikan Asia Pacific University)

  Korean road  transportation system  in Joseon

dynasty had been described by many  topogra-

phy  books published  between  I8th to 20th cen-

turies. There  are  several  lines of  trunk  roads

called  
`Daero'

 all started  from  Seoul (Hang
Sung), capital  city, to all over  the  peninsula

where  country  border to China, Japan and  Man-

churia,  or  special  interests such  as militarily  im-

portant places, royal  tomb, national  archive,  had

located.

  However, trunk road  networks  were  different

in detail by each  topography  since  there was  no

official definition by central  government.  They

controlled  land transportation  not  by existing

lines but postal stations  distributed in each  re-

gion. Therefore, authors  of  these topographies

had to develop and  improve trunk line network

by themselves.

  The  number  of trunk line is 5 to 10 depends

on  topographies. There were  common  route  for

all books so-called  
`6

 Daero,' which  build nation-

al framework for land transport Then  seme  to-

pographies  added  O to 4 extra  lines which  looked

relatively  less important as trunk  route,  but still

important for specific  purposes.

  Most  sections  of  these  lines were  straight

shape  Iike Roman Road as  a  reflection  of  abso-

lutism of central  power  and  geopolitical reason

around  this peninsula  even  if avoiding  major  cit-

ies along  the line.


